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ネットワークの高度化に伴う通信容量の増加を見据え、次世代通信規格のキャリア周波数とし

てテラヘルツ帯の電磁波が注目を集めている。同周波数の通信技術への展開には、空中をつたわ

る電磁波から各信号処理デバイスへの橋渡しが重要性となると考え、アンテナと導波路の結合し

た系について研究を進めてきた。そのなかで、空間伝搬波の光軸と導波路の導波方向が立体的な

ねじれの位置にあり、かつ、導波路への結合が起こるぐらい近傍に、（ブルズアイアンテナなどを

用いて）電磁場分布を局在させた場合、結合した導波モードの位相や伝搬方向が、入射した伝搬

波の偏光状態に応じて、制御できることが理論的に分かってきた[1]。本講演では、位相の制御性

について実験的な実証を試みたので報告する。 

実証試験にあたり、ねじれの位置にある伝搬を実現するため立体構造は、金属 3次元印刷によ

る作製を考えた。導波路となる図 aに示す金属/空気/金属からなるスロット状の構造では、図 bに

示すようなモードで 2 方向（紙面に対して手前と奥）に伝搬が可能である。作製した試料では、

このような導波路の近傍に波長オーダーの細孔があり空間の伝搬波と結合可能である(図 c)。裏面

(図 d)には、導波路をそれぞれの方向に伝搬した波を検出するためにポート 1,2を用意してある。 

作製した構造は、伝搬特性の改善のため金メッキを施した(図(e))。このような構造について、

テラヘルツ時間領域分光イメージング装置を用いて、各ポートからの出力波について、位相の入

射偏光依存性を調べた。0.3THz以下の周波数領域において、ポート 1に対するポート 2の相対位

相が、偏光方向の回転に対して 0-2の範囲で変化する領域があり位相の制御性が明らかとなった。 
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